
第１１回国土交通省東日本大震災復興対策本部 議事概要 

 

日時 平成 27年 3月 11 日（水） 10:35～11:00 

場所 合同庁舎３号館４階幹部会議室 

出席者：太田大臣（本部長）、副大臣、大臣政務官、 

    事務次官、技監、国土交通審議官、官房長、関係局長 他 

議題  大臣指示、西村副大臣挨拶、東日本大震災へのこの 1年の対応と今後の取組、 

現場からの報告、意見交換 

 
太田国土交通大臣 
○ 本日で、震災の発生から４年が経過。この１年間、国土交通省として様々な対策を打っ

てきたが、今なお約２３万人もの方々が避難されている状況。 

○ 昨日開催された政府の復興推進会議においては、総理から、平成２８年度以降の復興支

援の枠組みについての基本的考え方が示されたところ。 

○ 国土交通省としても、集中復興期間の最終年度を迎えるにあたり、復興の加速化のため

に、心を合わせて全力を尽くしたい。そのため、次の５点に留意して、引き続き省を挙げ

て取組を行うこと。 

① 現在、被災３県の沿岸市町村を個別に訪問し、きめ細かく実情を把握しているところ。

その結果を踏まえ、市町村の実情に合わせ、ボトルネックは何であるかを把握し、それ

ぞれの復興状況の違いに対応してボトルネックを解消するよう、個別の対応をしっか

りと行うこと。 

② 基幹インフラの復旧について、相馬福島道路をはじめとする復興道路・復興支援道路

の整備を着実に進めること。また、鉄道については、ＪＲ常磐線、山田線等の早期復旧

に向けた取組を着実に進めること。 

③ 住宅再建について、まずは災害公営住宅の整備を着実に前進させること。さらに、今

後は民間住宅の再建が大きな課題となることも踏まえ、人材・資材の動向などを注視し、

安定的な施工確保に努めること。 

④ 今後、学校、病院などの公共建築が本格化していく。確実かつ円滑な施工確保のため、

引き続き「営繕積算方式」の普及、「公共建築相談窓口」での個別相談対応に、きめ細

やかに取り組むこと。 
 
⑤ 復興が一定程度進捗している被災地については、いよいよまちづくりが本格化し、そ

こに住んで、生活する、仕事する、という生活の再建が重要なポイントになる。地域産



業の育成や雇用の確保を含めた地域づくりの基盤を整備することに、国土交通省が全

力を挙げること。 

○ 総理の発言を踏まえ、以上の点も含め、国土交通省一致結束して、一日でも早く復興が

なされるよう、被災者の方々が復興を実感できるよう、全力で取り組むこと。 
 
西村副大臣 
○ 昨日、太田大臣の代理として、官邸で行われた復興推進会議（第１２回）に出席し、総

理からご指示があったＪＲ常磐線の開通時期の見通しなどについて報告した。 

○ ＪＲ常磐線については、これまで私が座長を努めてきた「浜通りの復興に向けたＪＲ常

磐線復旧促進協議会」でも、一日も早い復旧を目指し検討を進めてきたが、引き続き、早

期の全線開通に向けて努力していきたい。 

○ 復興推進会議では、望月環境大臣からも、ＪＲ常磐線の全線開通に向けて、環境省とし

ても全力でサポートするという趣旨のご発言があった。 

○ 先ほど大臣からご指示もあったが、私自身、発災当初より４年間地元の宮城県内の被災

地を訪問するなかで、各地域が抱える事情や課題は個々別々であると感じている。そうし

た課題にしっかりと身を寄せ、心を寄せることが大事。 

○ 現在、省幹部を挙げて被災地域に入り、それぞれの地域の課題をヒアリングしている。

これらの課題に対処していくため、太田大臣の下で、省を挙げて復興の取組みを進めてい

く。 
 
総合政策局長、東北地方整備局長、東北運輸局長及び第二管区海上保安本部長から説明。 
 
太田国土交通大臣 
○ 観光の復興についてはどうなっているのか。 
 
観光庁長官 
○ 東北三県の観光客中心の宿泊施設の延べ宿泊者数は、依然として回復していない。引き

続き、交通インフラの復旧に合わせて取り組みを進める。とくに福島県沿岸地域について

は、力を入れていく。 
 
太田国土交通大臣 
○ 防潮堤整備の進捗状況はどうか。 
 
 



水管理・国土保全局次長 
○ 未着工（全体の３７％）箇所のうち、大部分（１８８箇所）は既に地元住民と合意調整

済み。一部（１９箇所）は、まちづくり計画等との調整、地元住民への説明等を丁寧に進

めていく。平成２７年度中に全ての海岸で着工し、平成３０年度で概成予定。 
 
太田国土交通大臣 
○ （防潮堤整備に関して）未着工となっている理由は入札不調なのか。 
 
土地・建設産業局長 
○ まちづくり計画との調整や地元住民の合意形成に時間がかかっている。条件の極めて

悪い地域で不調が生じているが、価格を見直し、再入札を行って落札の見通しと聞いてい

る。 
 
事務次官 
○ 太田大臣からいただいたご指示に従い、本省、地方局等が一丸となって、東日本大震災

からの復旧・復興に全力で取り組んでいくこととする。 
（以上） 

 


